
場所：名古屋コンベンションホール
グローバルゲート あおなみ線「ささしまライブ駅」から

歩行者デッキにて2Fエントランスに直結

2階中会議室201

食事は本来、おいしく楽しいものです。しかし、障がいの重い子どもたちは楽しく
食べることができているのでしょうか。時には、危険を伴うつらいものになっている場
合もあります。どのようにしたら安全で楽しい食事ができるのでしょうか。また、どん
なことに気をつけ、どのような姿勢で、どのような食形態で支援していけばよいので
しょうか。

私たちは本人の思いを何よりも大切にしながら、家族や仲間との楽しい生活の中で、
おいしく食べる力、味わう力を無理なく育てていきたいと考えています。今回は、胃ろ
うや経鼻栄養のお子さんが、ひとさじを味わう楽しさとその意味についても、ともに考
えていけたらと思います。

医療的な知見を踏まえつつも、生活支援、子育て支援の視点から、誤嚥や介助の仕方、
食形態などについても、具体的、実践的に研修します。
ぜひ、この機会にお誘い合わせの上ご参加ください。

特定非営利活動法人ひろがり
代表理事 丹羽 陽一

～すべてのこどもに楽しみの一口を～2026年3 14日時： 月 日（土）
12時45分～16時00分

食べる力を育てる研修会

「おいしいね」を、一緒に。



現地参加・オンライン
どちらもこのQRコード

からのお申込みとなります。

（参加費無料）
※現地参加は席に限りがございます。
なるべくお早目にお申込みください。

申し込みはこちらのQRコードを読み込んでください。
申し込みフォームへ移動します。

特定非営利活動法人ひろがり
〒455-0053 愛知県名古屋市港区名四町183番3

Tel 052-364-7880  mail hirogari@alpha.ocn.ne.jp
事務局 三好・伊藤

お問い合わせ先

名古屋コンベンションホールへのアクセス
はこちらのQRコード→

講師
浅野 一恵
重い障害のある人にとっての食事の大切さを痛感し、つばさ静岡摂食チームで重症児のための新しい食
形態（まとまりペースト食、まとまりマッシュ食、胃ろう食など）を開発。重い障害があってもその人
の最大限の力が引き出せる食環境の提供を目指し、食形態、食事姿勢、介助方法の検討を続けている。
全国の病院、重症児者施設、支援団体、特別支援学校、親の会などで講義や料理教室などを開催。日本
摂食嚥下リハビリテーション学会医療検討委員会策定の「発達期嚥下調整食分類2018」に中心的メン
バーとして携わった。社会福祉法人小羊学園・重症心身障害児・者施設つばさ静岡医務部長

当日スケジュール

12：30 受付

12：45～13：00 開会・はじめに

13：00～13：20 「日中活動拠点ひろがり」について・・・・ひろがり代表 丹羽 陽一

13：20～13：50 「ひとさじを味わう」ひろがりの実践・・・・ひろがりスタッフ

14：00～15：30 「すべてのこどもに楽しみの一口を」・・・浅野 一恵 先生

15：30～15：45 質疑応答

15：45～16:00 まとめ・閉会

※QRコードが読み込めない場合
はこちら（お申し込みURL）

https://taberu0318.peatix.com/view


